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アルツハイマー病(Akheimer-s disease : AD)は､臨床上種々の認知機能が進
行性に低下することに特徴づけられ　また病理学的には多数の神経細胞の消失､老
人斑(Senile plaques : SPs) ､神経原線維変化(NeurofibrillaⅣ tangles : NFrs)
といった特徴的な病理所見の出現を特徴とする神経変性疾患である｡ ADの臨床診断
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を対象とした(計223名) ｡ 87名のAD患者の内訳は､ 1)男性35名､女性52名;











Y-0.215Ⅹ+3.43､ γ±0.541､ P-0.017) ｡これら正常者におけるCSトtauは､髄液
総蛋白量の約2×10-6%を占めた｡一方､図2に示すようにCSF-tau値はAD群で78.0
±44.2 Pg/ml､ PD群で19.1±8.5 Pg/ml､ MND群で26.3±21.2 Pg/ml､ PSP群で
20.1±11.6 Pg/ml､ CVD群で24.4±31.4 Pg/ml､ AIDS群で49.6±37.6 Pg/ml､
髄膜炎/脳炎群で30.1±43.4 Pg/ml､てんかん群で14.2±10.6 Pg/ml､他群で35.7
±52.5 Pg/mlであった(df=9,トvalue 12.19, P<0.0001) ｡ AD以外の神経疾患患
者全体におけるCSF-tau値は､ 27.8±38.7 Pg/mlでありAD群と比して有意な相違
がみられた(P<0.001) ｡また､ AD以外の神経疾患の中で､ MND (1例) ､ CVD


































3･ CPRO･5 (痴呆疑い)の患者15名を追跡した結果､ 10名はADへと進行した｡
その10名におけるCSF-tau値は､ CPR O･5のstageで既に高値を示しAIzheimer病の
範囲にあった｡ CSF-tauは､ AIzheimer病の早期診断マーカーとして､有用であろう
と考えられた｡ (文献1,2)
4･上記により､米国AIzheimer診断マーカー検討委員会メンバーとして選出され
た｡ (文献5)
